





氏 名 河野 直明
学 位 の 種 類 博 士 （医 学）
学 位 記 番 号 博 士 甲第 670 号
学 位 授 与 の 要 件 学位規則第４条第１項該当
学 位 授 与 年 月 日 平成２５年 ３月７日
学 位 論 文 題 目 Stage C 前立腺癌に対する内分泌ホルモン療法併用強度変調放射線治療（IMRT）の中
期治療成績
審 査 委 員 主査 教授 寺田 智祐
副査 教授 木村 博













160.Ong/ml(中央fli'i; 28.Ong/ml) 、 long/ml以下急例, 10-20i帽/inllO例、 20ng/ml以上23例であっ





とL.マージン7-8mmと散定、 5門牌射を池本とし、 1匝胤的zGy総線地74Gyで行った。 PSA再






職は1例で、死亡m例はなかった。 5年疾心特典生存率100%、 PSA非博雅':l三存一・f> 66.3%であった。 5
年PSA非再発生存率はGS7以下82.3%、 GS8以上55.5%と、 GS8以上で不良な傾向であった













































発生存率は66.3%であった。 2) 5年PSA非再裾生存率は、 Gleason Score 8以上並び
にPSA 20 ng/mL以上で不良な傾向であり、高悪性群で非高藩性群よりも有忠に不良で
あった。 3) Grade 3以上の急性期有害事象と、 Grade 2以上の有事事象は罷められな
かった。また、本拾轟の有効性と安全性の成績は、既報告(海外)と比敬して遜色な
t
いものであった。
本論文は、 Stage C折立腺がん患者の内分泌療法併用IはRTの日本人での成旗につい
て新しい知見を与えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け合
格したので、博士(医学)の学位論文に値するものと甜められた。
(細字数5 5 5字)
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